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テーマ設定

• テーマ：『家庭弁当の良さを取り入れた中学校給食の導入』

• 背景：京田辺市では中学校給食の導入を予定しているが、家庭
弁当を支持する声が多数寄せられている
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現状分析１ 給食制度の導入

全国の小中学校における給食導入率

文部科学省学校給食実施状況について平成30年度（2018年度）調査結果より



給食と家庭弁当の比較
家庭弁当 給食

メリット

• 親子のコミュ二ケーションの機会に
つながる

• 親への感謝の気持ちが芽生える
• 個人の要望への対応が容易（アレル

ギー・好み・量など）

• 親の負担軽減
• 全生徒平等に栄養バランスの整ったも

のを提供できる
• 食育の推進

デメリット

• 親の負担が大きい
• 栄養の偏り
• 家庭によって差が生じる

• 親子間のコミュニケーションがとりづ
らい

• 個人の要望への対応が困難（アレル
ギー・好み・量など）

親子のコミュニケーション

京田辺市中学校昼食等検討委員会より一部引用



親子のコミュニケーションの重要性

子供の心の健康度に影響を及ぼす

＊心の健康

いきいきと自分らしく生きるための重要な条件

親子のコミュニケーションを図るために親子で参加できる政策



政策提言

親子丼プロジェクト

給食❌食育



現状分析 ２

様々な食育活動

「健やかで安心して暮らせるまち」
平成24年3月に 「健康増進計画・食育推進計画」を策定

5年後の平成２８年に市民意識調査



現状分析２ 京田辺市における食育活動

• 6月
食育月間・毎月19日を食育の日

• 毎月19日
（一休）にかけて京田辺観光大使の一休さんと管理栄養士が保育園や幼稚園
に

• 小中学校栄養教諭の先生→給食の献立・食育の授業

• 年に一度薪（たきぎ）小学校の汐見先生が訪問し、食育の授業を行ってい
る。



現状分析２

中学三年生において

食育に関心がある人の割合
→半分に満たないどころか低下

平成28年度京田辺市健康増進計画・食育推進計画中間報告書より一部引用



具体的な提案内容

夏休みの宿題として食育を学ぶことを課す。

↓

親と一緒に買い物に行く。
実際に作ったものを写真を撮って提出する。

↓

優秀な作品のメニューが給食のメニューに。



親子丼プロ
ジェクト

●夏休み期間中週に１回公民館
で食育に関する講座を開く

• 管理栄養士による講演、農家の人に
よる野菜の紹介

• 親と子どもで一緒に来てもらい、食
育について学んでもらう

↓

市❌農家❌親❌子の協働



具体的な提案内容

夏休みの宿題として食育を学ぶことを課す。

↓

親と一緒に買い物に行く。
実際に作ったものを写真を撮って提出する。

↓

優秀な作品のメニューが給食のメニューに。
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親子丼プロ
ジェクト

●親と買い物に行く
・手軽さや頻度の高さから

●実際に作ったものを
写真を撮って提出する。

・親とコミュニケーションをと
りながら一緒に料理を作っても
らう。
・毎日弁当を作ってくれている
親の苦労、負担を知ってもらう



中学生の「心の健康
度」に影響を及ぼす
親子のコミュニケー
ション頻度

日本家政会誌Vol51 No.4 273～286 (2000)
親子のコミュニケーションが中学生の「心の健康度」に及ぼす影響より一部引用



親子丼プロ
ジェクト
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具体的な提案内容
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親子丼プロ
ジェクト

●優秀なメニューは給食のメ
ニューに
• できるだけ安く、栄養バランスがと
れており、なによりおいしいもの。

• 子どもの食べたいものを給食で出す。

• 自分が食べるものを自分で決める。

→課題へのモチベーションの向上に
もつながる
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ジェクト

●優秀なメニューは給食のメ
ニューに
• できるだけ安く、栄養バランスがと
れており、なによりおいしいもの。

• 子どもの食べたいものを給食で出す。

• 自分が食べるものを自分で決める。

→課題へのモチベーションの向上に
もつながる



給食を導入すると

親子間のコミュニケーションが減少する。

⇧対策案になり得る

親子丼プロジェクト

京田辺市の人々

親子丼に必要な食材とは



政策効果

親子のコミュニケーションが増える
→給食導入の円滑化と子供の精神的・身体的健康につながる

食育への関心が高まる
→家庭を持ったとき自分の子どもへの食育につながる。

子どもが健康に育つ→子どもが輝く未来を作ることにつながる。
だけでなく

子どもが輝く未来のバトンをも作ることができる。
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ご清聴ありがとうございました


